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隔

號 九 百 二 第 誌 雜 學 物 動（103 ）

●
明
治
三

十
九
年
一

月
中
に

靜
岡
附
近
に

て

捕
は

　

れ

た
る

鳥
類

蕎
煽

縫
以

上
二

挫

譽
多

垂
・

発

（

三
）

大
か

わ

ら

ひ
わ

（

四
）

ほ

う
あ
か

（

五
）

ほ

う

じ
ろ

（

亠

ハ

）

か
・
し

ら
”
」

か

（

七
）

う

そ

（

入
）

べ

に

ま
ー

こ

（

九
）

す
r
め

　
（

逋
常
の

雀
）

雑

○
）

い

か

る

少
し
。

少・
し

、

十
一

月
始
渡
り

來
る
O

多・
し

、

十
二
n

月

始
渡
り

來〜
る
o

多・
し

、

「

た

ほ
う

む
ろ
」

ご

云
ふ
o

少・
し
、

雄

を
「

赤
う

そ
」

雌
を
「

黒

う
そ

」

ご

云
ふ
。

少・
し
、

唯
一

羽

雌
を
見
把

る

の

み
。

少
乙
、

靜…

岡

附
近
に

　
「

渡
b
來
る
 

隹
」

　
ご

「

年
中
留

り

居
る

雀
」

ご

あ

り
、

而
し
て

渡

b
は

逋
常

十
一

月

始
に
・
し

て
、

留
鳥
こ

し

て

年
中
見
る

も

の

は

烏
を
以
て
 

無

署
網

を

使
用・
し

て

昌
に

捕
ふ

。

少
か

ら
す

、

此
は

年
に

よ

り

て

多
少
の

差

あ
b
本
年
一

月
は

稍
・
・

多
く

捕
せ

ら
れ

た

（

＝
Y
し

め

（

一

二
）

あ

を
じ

（

＝
二
）
、
｝
り

つ

ぐ
み

（

一

四
）
た

ひ
ば
り

（

一

五
）

ま
つ

ひ

（

一
亠

ハ

）

か卩
D

り

す

二

七
）

ひ

よ
ご

り

二

入
）

あ
か

は

ら

二

九
Y
し

ろ

は

ら

（

二

〇
〉

つ

ぐ
み

（

二
一
）

き

じ
は

こ

（

二

二
）

う

ぐ

ひ

す

、
り
o

少
し

、

此
も

年
に

由
り

て

多
少
あ

り
。

多
か

ら
す
Q

本
年
は

多
く

捕
せ

ら
る
、

當
月
は

多
く

見

陀
b
。

少
な
し

、

渡
り

は

十

月
、

「

せ

き
れ

い
」

‘

共

に

見
る
。

稀

な
り
。

多・
し
、

渡
り
は

十
一

月

始
に

て

翌
年
三

月

迄
居
る
。

響

璽

饗
食

譬

多
し
、

雄

雌
に
て

著
し

く

着
色
の

異
る

も

の

有
b
。

多・
し
、

寒
鳩
閣

は

脚一
氣

の

藥
な・
9
ぜ
」

て
吉

向｝
摺
出

な
り
。

少
な

し
。

　

　
　
　

　
　
　
二

九
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（10り日 五 十 月 三 年 九 十 三 治 明

　
　

雜

　
　
鐘

（

二

三
）

四
十

雀

（

二

四
）

め

じ
ろ

（

二

五
）

あ
い

さ

（

二
⊥

ハ

）

か
F2

凡纛
塚

　

　
以

王
の

外
に

は

術
異
種

あ
る

な

ら
ん

、

（

二

入
）

は
い

た

か

　

　

少
な

し
、

余
は

上
中

旬
に

三

朋
を

見
た

り
。

（

二

九
）

た
し

ぎ

　

稍

多
し

、

渡
b
は

入

月
末
に

て

翌
年

四

月

　

　
　

　

　
　

　

　

迄
居
る
。

少
な

し
G

少
な

む
（

靜
岡
近

在
に

は

多
き

も

の

な
れ

ご
）

少
か

ら
す

、

安
倍
川
尻
に

て

捕
せ

ら
る
。

稀
な
も
、

而
・
し

て

何
種
が

多
く

見
ゆ
る

か

不
明

な
れ

ざ

も
二

十

七
n

安
倍

郡

濺
機
村

下
村

よ

り

來
れ

る

入
の

報
に

由
る

に

同
村

の

御

獵
池
な
る

鯨
池
に

今
目

も

術

約
三

†

砌
の
「

か

ん
」

を
見
た
 

ご
。

此

種
が

最
も

多
ご
Q

二一
∵

昌

y
ぼ｝
ご
・
し
一
さ

（

三
一
）

か

わ

せ

み

（

三
二
）
ゐ

を
け

ら

（

三
三
）

あ

か

げ

ら

（

三

四
）

あ
り

す
い

（

三

五
）

う
す

ら

（

三

六
）

ひ
ば

り

（

三

七
）

大
ぜ

ん

（

三

入
）

を
亡

ご

り

　
　
　

　
　
　

　
三

〇

少

な
し

、

渡
り

は

ナ
一

月

に

て

翌
年
二

月

迄
一

佑

る
、

靜

岡
に

て
　

「

山・
し

ぎ
」

　

ε

も一
云

ふ
。

少．
な
し
。

少
な
し

、

上

中
旬
に

餘
は

三

羽

を
見
た

り

少
な

し
、

（

靜
岡
地

方
の
「

け

ら
」

中
最

多

な
り

）

。

・

少
か

ら
す

。

稍

多・
し

、

静
岡

附
近
に

て

捕
れ
ら

れ

た
る

も
の

は

生

鳥
の

ま
よ

東

京
へ

多

く

邊

ら

る
o

ム
イ

月
は

少
凪

婚・
し

、

此
は
「

寒

ひ
ば
b

」

ご
一
調

ひ
て

高
價
也

Q

甚

少
な

し
、

余
は

本
年
一

月

始
め

て

清
水

港
海

岸
に

て

捕
せ

ら
れ

た
る

も
の

を
見
把

り
o

少

夢
し

、

此
は

寒

氣
強
き
ほ

こ

多
く

捕
せ

ら
る
、

而
亡

て

探

集
地
は

安
倍
郡

賤
機
村
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動號 九 百 二 第 誌 雜 學 物（エo ・5　｝

（

三

九
）

も

す

（

四

〇
）

や

ま
ご

b

（

四

こ
こ

の

は

つ

く

（

四
二
）

か

も

め

（

四

三
）

上
び

だ

き

（

四
四

）

る

b
び

た

き

（

四
五
）

む

ぐ
り

（

四
亠

ハ

）

み

そ

さ

r
い

　

　

雜

　
　
録

　
　
じ

　
　

　
　

下

村
鯨
が

池

よ
り

し
て

麻
機
の

沼
へ

毎
朝

夕
飛
び

行

く

も
の

を
綱
に

て

捕
ふ

る

な

り

　
　

　

　

　

　

　

　
む

　
む
　

　
　
　
　
む

此

外
姜
倍
郡

大
里

村
中
田

、

入

幡
及
び

千

　
　

　
　
　

　

代

田

村
上

土
の

沼
等
に

て

も

捕
せ

ら
る

、

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

　
　

　

　

　

　

　ハ
し

　
　

　
む

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
…

爾

安
倍
川
の

中
流

安
倍
口

に

て

も
、

術

上

流
牛

妻
よ
h．

上
に

て

も

見
ら

れ
、

藁
科

川

’

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
厂

に

從
て

土
流

に

逆
れ

ば

大
川

村
坂
の

上
附

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
 

近
に

て

も

年
々

河
流
に

渡
り

來
る

ご

云
。

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
 

冖

月
に

な

b
て

は

少

な
・
し
Q

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
へ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
｝

稍
云

多
し

、

雄
の

方
多
く

捕
せ

ら
る
。

稍
ヨ

多・
し
。

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　
，

一

月

安
倍

川
口

中
島

及
下
川
原

等
の

海

岸

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
げ

　
　

　

　

　

　
　
　

む

に

見

ゆ
る

も

の

五

種
を

下
ら
す

、

此
は

後

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
｛

日

再
調

査
の

上
更
に

報
せ
ん

。

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
｛

少
な

む
。

少
な

し
。

少
な

む
。

少
な
・
し
。

へ

四

七
）

ま
じ

　

　

　

少
な・
し

、

四

肩
瀧

卵
期
に

入
れ

ば

多
く

捕

　

　

　

　

　

　

　

　
．

せ

ら
る
。

　
以

上
四

＋

入

種
以

上
の

鳥
は

本

年
一

月

中

余
が

靜
岡

に

居
る

間

　
に

追
手

町
な
る

鷲
巣
剥
製

店
に

於
て

實
際

目
に

觸
れ

た
る

も
の

　
を

掲
げ
た

る

も

の

に

む
て

此
の

外
一

月
の

鳥．
こ

し

て

術

數
種
を

　

算
す

る

を
得
べ

け
ん

、

序
に

此

所
に

注

意・
し

て

お

く
べ

き

事
は

　
「

中
か

は

ら

ひ

は
」 、
三
ム

ふ

鳥
な

り
、

此
は

同

店
に

て

は

毎

年「，

か

　
は

ら

ひ
は
」

を
分

て

三

種
ご

な
む

お

れ
る

が

故
に

、

此
を
載
せ

た

　
れ

こ

も

此
は

後
日

再
調

査

を

要
す
べ

き
も

の

な
b
、

大
小
二

種

　
の

外
に

中
問
の

も
の

こ

云
ふ

も
の

實
際

別

ち
お

ー

必

要
め
る

や

　
も

知
れ．
す

、

術
一

つ

附
記
し

て

お

く

事
は

市

内
兩

替
町
の

柏
亭

　
ご

云
ふ

剥
製

店
に

靜

岡
附

近
に

て

捕
へ

ら
れ
た

る［，
や

ま
ご

り
し

　
の

ア

ル

ピ

ノ

ー

を

見
た

る

事
な
り
、

此
れ

は

全

體

尾
窺

自
く

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

つ

　
り

て

唯

少・
し

く

赤
禍
部

を

存
す
る

所
は

肩
ご

尾
の

二

箇
所
な

り

　
き

、

山
鳥
の

臼
變
り

は
ム

ー

を

去
る

十

數
年

前
徳

川
慶
喜
公
在

岡

　
の

醐
、

志

太
郡
の

由

地
に

て

曾
て

此
の

鳥
の

自
變
り

を
捕
へ

ら

　
れ

し

事
あ
b
又

安
倍
郡

大
川

村
坂
の

上
の

山

地
に

も
一

羽

居
り

　

　

　

　

　
て

此
は

児
の

み

自
變
り
せ

り
ご

云
ふ

、

此
は

聞

も
な

く

捕
へ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一一
＝
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（106）日 三五 十 月 三 年 九 十 三 治 朋

　
　

雜

　
　

錬

　
れ

し
が

余
は
見
る

を

得
ざ
り

き
〇

　
　

　
　
　
　

　

三

十

九

年
二

月
十
日

　
小

川
三
紀

報

●
動
物
研
究
法

雜
記

（

亠

ハ

入
）

幼
蟲
の
フ

レ

パ

レ

ー

シ

ヨ

ソ

　

を
作
る

簡
便
法
を
記
さ

ん

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
…

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
一

小

生
は

海
水
の

粘
液

あ
る

幼
蟲
の

幼
蟲
に

試
み

し

が

他
の

二

三
の

も
の

に

て

も

同
樣
に

功

を
奏
す
る

な
り
一

滴
の

水
ご

幼
蟲
を
ス

ラ

イ

ド

に

の

せ

上
よ

リ
ピ

ク

ロ

酷

酸
を
二

三

滴
落

し
五

分
の

後
ス

ラ

イ

ド

の

土
の

液
を
殆
ん

ご
全

く
ご

り

上

よ
り
五

十
パ

ー

セ

ン

ト

の

ア

ル

コ

ー

川

を
漉
す

此
れ

に

て

幼

蟲
ス

ラ

イ

ド

に

っ

く

若・
し

附

着

せ

ざ
る

ε

き
は

宇

乾
き
こ

な
し

上

よ
リ
ア

川

コ

ー

ル

を
滴
で

二

度

目
に

着
か

ざ
れ

ば
三

度
く

り

か

へ

す
べ

し
次

に

八

十
五
パ

ー

セ

ン

ト

の
ア

川

コ

ー

川

に

入

れ
て

暇
め

る

ま
で

ま
つ

暇
の

出

來
き
む

ピ

き

其
を
ご

り

出
し

幼
蟲
の

王
に
一

二

滴
ホ

ー

ラ

ッ

ク

ス

カ

ー

ミ

ン

を
落・
し

二

三

分
の

後
酸
ア

ル

ゴ

ー

ル

に

て

洗
ひ

九

十
〆

ー

セ

ン

ト

無
水
ピ

移
し
皿
透
賜

ε
・
し

て

バ

ル

ず

ム

に

封

す
o

此
法
に

て

は

數
多
飼
養
し

あ
る

幼
蟲
を

同

時
に

或
は

殆
ん
ご

同
時

に

殺

6
得
る

な
b
。

（

六

九
）

ス

パ

イ

ロ

川

ビ

ス

　
の

標
本
を
作
く

る

法

を
友
入

よ
り

聞

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

三

二

き

試
む
る

に

中
々

面
白・
し

ア

ジ

モ

な
．

ε

に

附

き

居
る

生
き
セ

る

ス

パ

イ

ロ

川

ビ

ス

を
十
パ

ー

セ

ン

ト

の

酷
酸

を

有
す
る

ず

ブ

ヲ

メ

ー

ト

に

て

殺
・
し
一

時

間
も

入
れ

置
け

ば

殼
は

泡
ご

な
り

て

消
へ

う
せ

動
物
淨
び

出
す
之
を

よ

く

洗
ひ

遖

常
の

如

く

染
め

標

本

こ

な

言
。

へ

七
〇
）
ニ

ユ

ー

ト

ラ

ル

レ

ッ

ド

　
は

兼
て

生

き

動
物
を

染
め

る

に

宜

き

由
聞
き
・
し

が

今
夏
實
際

試
み

し
に

好

結

果
あ

り
把

り
o

此
ア

ニ

リ

ン

色
は

海

水
に

は

よ
く

溶
け

す

少
く
ご

け
て

紅
褐
色
の

液
こ

な

る
（

淡

水
に

は

赤
色
こ

な
る

）

永
く

置

け
ば

禍

色
針
状
の

結

晶
ご

な
る
。

此
液

中
に
プ

ラ

ン

ク

ト

ン

を
入

る

よ

に

昏
自

色
を
ご

る

力
差
あ

る

故
種
々

の

度
に

染

ま
り

徐
程

長
く
生

保
し

居
る

薄
き
液

程

長
く

生

活・
し

居
る

赤
色
の

ウ
ニ

の

子

や

紐
蟲
の

子
の

活

撥
に

游
ぎ

廻
り

居

る

は

美
事
な
b
。

此
色
は

核
を
染
め

す・
し

て

細

胞

體
中
の

顆

粒
を

染
む

故
に

假

命
ば

ボ

ー

ラ

ッ

ク

ス

カ

ー、、
ン

の

標

本
の

陰
像
（

き
σ・

ρ冖

ぎ
）

を
得
核
の

あ
る

所
染
ま

ら
す
に

の

こ

る

此
一
＝

俘
ρ

＜

ぎ
三

の

染
色

法
は
メ

タ

プ

ラ

ス

マ

の

研
究
に

適
す
。
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